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25 問  2 時間 30 分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

答案用紙記入上の注意：答案用紙のマーク欄には、正答と判断したものを一つだけマークすること。 

第三級総合無線通信士 「無線工学の基礎」試験問題 

A－1 次の記述は、電界の強さが E 〔V/m〕の一様な静電界内における静電力と電位差について述べたものである。      内に入れ 

るべき字句の正しい組合せを下の番号から選べ。 

 
（1） 電界内に Q 〔C〕の電荷を置いたときにその電荷に働く静電力の大きさは、  A   〔N〕である。 

（2） 電界の方向に l 〔m〕離れた 2 点間の電位差の大きさは、  B   〔V〕である。 

 
  A B 

1 Q E  E  
2l 

2 Q E E l 
3 Q E 

2 E  
2l 

4 Q E 
2 E l 

 

A－2 図 1 に示すような、半径が r〔m〕の円形コイル X に直流電流 IX〔A〕を流したときの X の中心 OX に生じる磁界の強さ HX〔A/m〕と、図 2 に 

  示すような、半径が 4r〔m〕の円形コイル Y に直流電流 IY〔A〕を流したときの Y の中心 OY に生じる磁界の強さ HY 〔A/m〕が等しかった。 

  このとき、IX と IY の関係を表す式として、正しいものを下の番号から選べ。 

 

 

1 IY = IX  
2 IY = 2IX  
3 IY = 4IX  
4 IY = 8IX  

 

A－3 図 1に示す回路において静電容量 C〔F〕に 20〔μC〕の電荷を蓄えることができる。同じ C を用いた図 2及び図 3に示すそれ 

ぞれの回路の一つの C に蓄えられる電荷 Q 1及び Q 2の値の組合せとして、正しいものを下の番号から選べ。ただし、直流電圧 

V〔V〕は一定とする。 

 
 Q 1     Q 2 

1 20〔μC〕   20〔μC〕                    

2 20〔μC〕    40〔μC〕 

3 10〔μC〕   20〔μC〕 

4 10〔μC〕   40〔μC〕 

 

 

 A－4 次の記述は、図に示す電気回路及び磁気回路について述べたものである。 A  内に入れるべき字句の正しい組合せを 

下の番号から選べ。 

 

(1) 電気回路の電気抵抗 Re〔Ω〕に対応するのは、磁気回路では  A  である。 

(2) 電気回路の起電力 V〔V〕に対応するのは、磁気回路では起磁力  B  である。 

 

A         B 

1 B〔T〕   NI〔A〕 

2 B〔T〕   I〔A〕 

3 Rm〔H-1〕  I〔A〕 

4 Rm〔H-1〕  NI〔A〕 

 

Ie 

Re V 
V：起電力〔V〕 

Ie：電流〔A〕 

Re：電気抵抗〔Ω〕

電気回路 

N：コイルの巻数 

I：コイルの電流〔A〕 

φ：磁束〔Wb〕 

B：磁束密度〔T〕 

Rm：磁気抵抗〔H-1〕 

N φ 

磁気回路 

B 
I 

コイル 

Rm 

図 2 

OX  

 r  X 

IX 

図 1               

OY  

4r 

Y 

IY 

図 1 

Q 2 C 

Q 1 

図 2 図 3 

V 

C 

V 

C 

C V C 

・
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b 

R       R 

R            R 

a                                                                  

R  

R            R 

R       R 

A－6 次の記述は、瞬時値 v が、v = 120  2 sin (100πt)〔V〕で表される交流電圧について述べたものである。      内に入れる

べき字句の正しい組合せを下の番号から選べ。ただし、時間を t〔s〕とする。  

 

(1) v の最大値は、  A   である。 

(2) v の周波数は、  B   である。 

 

 A                     B 

1 120  2 〔V〕  120〔Hz〕 

2 120  2 〔V〕  100〔Hz〕 

3 120  2 〔V〕  50〔Hz〕 

4 120〔V〕     50〔Hz〕 

A－7 次の記述は、図に示す誘導リアクタンス XL〔Ω〕及び抵抗 R〔Ω〕の回路の電流について述べたものである。    内に入 

  れるべき字句の正しい組合せを下の番号から選べ。ただし、XL = R とする。 

 

(1) R に流れる電流  □Ṙ の大きさは、  A   〔A〕である。 

(2) □̇  〔V〕から流れる電流 □〔̇A〕の大きさは、□□̇の大きさの   B   倍である。 

 

 A          B 

1 
|□̇|
□   √2 

2 
|□̇|
□   2 

3 
|□̇|
√□  2 

4 
|□̇|
√□  √2 

 

R XL □̇ 

□ ̇
□Ṙ 

□̇: 交流電圧〔V〕 

A－8 次の記述は、図に示す抵抗 R〔Ω〕、自己インダクタンス L〔H〕及び静電容量 C〔F〕の直列共振回路について述べたものであ

る。このうち誤っているものを下の番号から選べ。ただし、回路は共振状態にあるものとする。 

 

1 回路の合成インピーダンスは、R〔Ω〕である。 
2 □と̇□̇□の位相差は、π / 2〔rad〕である。 

3 □̇と□の̇位相差は、π 〔rad〕である。 
4 □̇□と□̇□の位相差は、π〔rad〕である。 

 

□̇：交流電圧〔V〕 □ ̇：回路に流れる電流〔A〕 □̇□：Lの両端の電圧〔V〕 □̇□：Cの両端の電圧〔V〕 

I ̇ □̇□ □̇ 

□̇□ 

R 

C 
L 

A－5 図に示す抵抗 R = 60 〔Ω〕 を用いた回路の端子 ab から見た合成抵抗の値として、正しいものを下の番号から選べ。 

 

  
1 75〔Ω〕 

2 50〔Ω〕 

3 40〔Ω〕 

4 20〔Ω〕 
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A－9 次の記述は、半導体素子の材料として用いられる真性半導体のシリコン(Si)の一般的な特徴について述べたものである。この 

うち正しいものを下の番号から選べ。 

 

1 シリコン（Si）は 3 価の半導体である。 

2 自由電子と正孔（ホール）の数は同数である。 

3 抵抗率は、銀(Ag)より小さい。 

4 純度は、70〔%〕程度である。 

A－10 次の記述は、接合形ダイオードの動作について述べたものである。      内に入れるべき字句の正しい組合せを下の番号か

ら選べ。 

 

(1) 図に示す方向の直流電圧を加えたとき、ホール(正孔)と自由電子は、互いに   A   。 

(2) 図に示す方向に加える電圧を   B   電圧という。 

 

A                           B 

1 移動し電流が流れる       順方向 

2 移動し電流が流れる       逆方向 

3 離れ電流が流れない     順方向 

4 離れ電流が流れない       逆方向 

 
V : 直流電圧  

多数キャリア 

 ：ホール(正孔) 

 ：自由電子 

V 〔V〕 

PN 接合ダイオード 

A－11 図に示す電界効果トランジスタ(FET)を用いた増幅回路において、ドレイン電流(直流)ID が 3〔mA〕、自己バイアス電圧 ES が

0.6〔V〕、相互コンダクタンス gm が 6〔mS〕であった。このときの電圧増幅度の大きさの値 AV と抵抗 RS〔Ω〕の正しい組合せ

を下の番号から選べ。ただし、負荷抵抗 RL は 4〔kΩ〕、ドレイン抵抗 rD は rD≫RL とし、コンデンサ CS のインピーダンスは、

十分小さな値とする。 

 

AV     RS 

1 24     300〔Ω〕 

2 24     200〔Ω〕 

3 12     300〔Ω〕 

4 12     200〔Ω〕 

 

G：ゲート 

D：ドレイン

S：ソース 

ID 

CS

G 
D 

S

RS 

RL

ES 

出力 

入力 

A－12 次の記述は、図に示す原理的な構造の電子管について述べたものである。      内に入れるべき字句の正しい組合せを下の

番号から選べ。 

 

(1) この電子管は、   A   と呼ばれ、マイクロ波の発振に用いられる。 

(2) 電子流を制御するために、互いに   B   電界と磁界の作用を利用する。 

(3) 発振周波数は、主に   C   の共振周波数で決まる。  

 

   A             B            C 

1 進行波管       直交する     陰極 
2 進行波管       平行する     陰極 

3 マグネトロン   平行する     空洞共振器 

4 マグネトロン   直交する     空洞共振器 

 

N 

陽極 
陰極 

結合用ループ 

空洞共振器 永久磁石 

永久磁石 S 

出力 
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R1、RF：抵抗 
Vi：入力電圧〔V〕 

Vo：出力電圧〔V〕 

+ 

- 
AOP 

RF= 300〔kΩ〕 

Vi 

R１= 10〔kΩ〕 

Vo 

A－14 ハートレー発振回路の原理的構成図として、正しいものを下の番号から選べ。 
 

1                  2                  3                 4 

 

C 1 
 

L1 
 L2 

 

C 1 
 L1 

 L2 
 

L1 

 C1 

 C2 

 

C 2 

 C 1 

 L1 

 

C1、C2：静電容量〔F〕 
L1、L2 ：自己インダクタンス〔H〕

 

A－15 次の記述は、図に示す整流回路について述べたものである。    内に入れるべき字句の正しい組合せを下の番号から選

べ。 

(1) 回路は、ダイオードを用いた   A   整流回路である。 

(2) 負荷抵抗の端子   B   となる。  

 

 A   B 

1 半波   a 側が正(+)、ｂ側が負(-) 

2 半波   a 側が負(-)、ｂ側が正(+) 

3 全波   a 側が負(-)、ｂ側が正(+) 

4 全波   a 側が正(+)、ｂ側が負(-) 

 

 

D：ダイオード   
T:変圧器 
CH：チョークコイル
C：コンデンサ 
V:交流電源電圧 

CH 

C 負荷 
抵抗 

T 

V〔V〕 

D D 

D D 

a 

ｂ 

A－16 次の記述は、図に示すように内部抵抗 RAが 0.8〔Ω〕で最大目盛値が 20〔mA〕の直流電流計Ａa を用いて、最大 100〔mA〕 

の電流を測定するための分流器 RSについて述べたものである。      内に入れるべき字句の正しい組合せを下の番号から選 

べ。 

 

(1) 端子 ab 間に 100〔mA〕の電流が流れているとき、直流電流計Ａa を最大目盛値にするには、RS に    A  〔mA〕の電流を 

  流す。このとき、Ａa の両端の電圧と RSの両端の電圧は等しい。 

(2) したがって、RS =   B  〔Ω〕である。 

 

A         B 

1 20          4  

2 20          0.2    

3 80          4  

4 80          0.2    

 

RS   

 100〔mA〕   

Ａa           

 RA  

a    

A－13 図に示す理想的な演算増幅器(AOP)を用いた増幅回路の電圧増幅度 Vo/Vi の大きさの値として、正しいものを下の番号から選

べ。 

 

1 30 

2 50 

3 70 

4 90 

 

b  
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A－18 図に示す Qメータの原理的な回路において、標準信号発振器 SG の電圧 Vs を 20〔mV〕とし、これを一定に保ちながら可変静

電容量 CS〔F〕を変えて回路を共振させたとき、交流電圧計 V の指示値が 2.0〔V〕であった。このとき、被測定コイル LXの尖

鋭度 Qの値として、正しいものを下の番号から選べ。 

 

1 50 

2 100 

3 120 

4 160 

 

被測定コイル 

CS SG 

LX 

Vs V 

B－1 次の記述は、図に示すような直線上に、Q 1 = Q〔C〕、Q 2 = 4Q〔C〕及び Q 3 = 8Q〔C〕(Q > 0)の点電荷が r〔m〕の間隔で置か 

  れているときに Q 2に働くクーロン力について述べたものである。       内に入れるべき字句を下の番号から選べ。ただし、二 

つの Q〔C〕の電荷が r〔m〕離れて置かれているときに働くクーロン力の大きさを F〔N〕とする。なお、同じ記号の       内 

には、同じ字句が入るものとする。 

 

(1) Q 1と Q 2のみのとき、Q 1Q 2間に働く力 F12の大きさは、 ア  〔N〕であり、 

方向は、互いに   イ   する方向である。 

(2) Q 2と Q 3のみのとき、Q 2Q 3間に働く力 F23の大きさは、 ウ  〔N〕であり、 

その力も、互いに   イ   する方向である。 

(3) Q 2に働く全体の力は、F12と F23の合成で求められ、大きさは  エ  〔N〕 

であり、方向は図の  オ   への方向となる。 

 

1 4F   2 反発   3 30F   4 24F    5 左から右 

6 3F   7 吸引   8 32F   9 28F   10 右から左 

  

 

r 

Q 3 

= 8Q〔C〕 

r 

Q 2 

= 4Q〔C〕 

Q 1 

= Q〔C〕 

A－17 図は、オシロスコープで観測した正弦波の波形である。この波形の実効値 V 及び周波数 f の値の組合せとして、最も近いもの

を下の番号から選べ。ただし、縦軸(振幅)は 1 目盛当たり 2.5〔V〕、横軸(掃引時間)は 1目盛当たり 25〔μs〕とする。 

 

 V            f 
1 3.5〔V〕     5〔kHz〕 

2 3.5〔V〕     10〔kHz〕 

3 2.8〔V〕     5〔kHz〕 

4 2.8〔V〕     10〔kHz〕 

 

電 
圧 

0 

時間 〔μs〕 

〔V〕 
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B－3 次の記述は、図に示す抵抗 R〔Ω〕及び容量リアクタンス XC 〔Ω〕の直列回路の電力について述べたものである。    内 

に入れるべき字句を下の番号から選べ。 

 

(1) 回路の有効電力（消費電力）P は、抵抗及び容量リアクタンスのうち   ア   のみで生じる。 

(2) P は、電源電圧を V〔V〕、回路に流れる電流を I〔A〕とすると、P =   イ  〔W〕である。 

(3) P は、I と V との位相差を θ〔rad〕とすると、P = VI×   ウ  〔W〕である。 

(4) θは、θ = tan- 1（   エ   ）である。 

(5) I は、I = V/(   オ   ）〔A〕である。 

 

 

R   
XC   V   

I   

1 抵抗      2 □□□    3 cosθ   4 
□
□□    5 □ + □□ 

6 容量リアクタンス 7 □□□□   8 tanθ   9 
□□□    10 □□□ + □□□ 

B－4 次の記述は、図に示すダイオード D を用いた回路について述べたものである。    内に入れるべき字句を下の番号から選 

べ。ただし、D は理想的な特性を持つものとする。 

 

(1) ダイオード D に加わる電圧の方向は、  ア   方向である。 

(2) (1)のとき、ダイオード D の抵抗値は、  イ   である。 

(3) ダイオード D に加わる電圧の大きさ VD は、  ウ   である。 

(4) 抵抗 R に加わる電圧 VR は、  エ   である。 

(5) 抵抗 R に流れる電流 I は、  オ   である。 

 

1 逆   2 無限大   3 0〔V〕   4 
□
□ 〔V〕   5 

□
□〔A〕 

6 順   7 0〔Ω〕   8 
□
□〔V〕   9 □ 〔V〕   10 

□
□□〔A〕 

 

VD 

V〔V〕 

I D 
R〔Ω〕 VR 

V：直流電源電圧 

B－2 次の記述は、重ね合わせの理により図 1 に示す直流回路の抵抗 R = 4〔Ω〕に流れる電流 I2を求める一例を示したものであ 

る。    内に入れるべき字句を下の番号から選べ。 

 

(1) 図 2の R を流れる電流 I22 の値は、  ア  〔A〕である。 

(2) 図 3の 18〔V〕の電源から流れる電流 I33 の値は、  イ  〔A〕である。 

(3) 図 3の R を流れる電流 I32 の値は、  ウ  〔A〕である。 

(4) 図 1の R を流れる電流 I2 は、矢印の方向を正(+)とし、I2を I22 と I32で表すと I2 =   エ  〔A〕である。 

(5) したがって、I2の値は、I2 =   オ  〔A〕である。 

 

 

図 1 

I1 

R 

12〔Ω〕 

18〔V〕 

I21 

I2 

I3 

I22 

I23 

I31 

I32 

I33 

R R 

12〔Ω〕 

12〔Ω〕 

12〔Ω〕 

12〔Ω〕 

12〔Ω〕 

18〔V〕 

8〔V〕 8〔V〕 

図 2 図 3 

1 
 1 
 2 

    2 
 6 
 5 

  3 
 3 
 10 

   4  I22 - I32   5 
 7 
 10 

  

6 
 4 
 5 

    7 
 3 
 4 

   8 
 9 
 10 

    9  I22 + I32  10 
 17 
 10 
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B－6 次の記述は、図に示すように、最大目盛値が 10〔A〕の二つの直流電流計Ａ1及びＡ2を並列に接続して端子 ab間に流れる電流 

I0 を測定する方法について述べたものである。      内に入れるべき字句を下の番号から選べ。ただし、Ａ1及びＡ2の内部抵抗 

をそれぞれ 1〔Ω〕及び 2〔Ω〕とする。 

 

(1) I0が増加すると、内部抵抗が   ア   方の電流計の指示値が先に最大目盛値の 10〔A〕になる。 

(2) (1)のとき、もう一方の電流計の指示値は、  イ  〔A〕である。 

(3) したがって、I0 = I1 + I2 で測定できる I0の最大値は、  ウ  〔A〕である。 

(4) I0が 6〔A〕のとき、Ａ1の指示値 I1は、  エ  〔A〕であり、Ａ2の指示値 I2 は、 

  オ  〔A〕である。 

 

1 大きい   2 5    3 15    4 6     5 2 

6 小さい   7 3    8 10    9 4    10 1 

 

1〔Ω〕 

I0 

a                 ｂ 

2〔Ω〕 

I1 

I2 

Ａ1 

Ａ2 

B－7 次の記述は、図に示す交流ブリッジ回路を用いて静電容量の値 CX〔F〕を測定する方法について述べたものである。 

    内に入れるべき字句を下の番号から選べ。ただし、交流電源の角周波数を ω〔rad/s〕とする。 

 

(1) 静電容量 CS〔F〕のコンデンサのリアクタンス XSは、次式で表される。 

      XS =   ア  〔Ω〕 

(2) 未知の静電容量 CX〔F〕のコンデンサのリアクタンス XXは、次式で表される。 

    XX =   イ  〔Ω〕 

(3) ブリッジが平衡状態のとき、次式が成り立つ。 

      ウ   /(ωCS) =   エ   ・・・・・・・・・・・・ ① 

(4) 式①から CXを求めると、次式が得られる。 

    CX =   オ   ×(RA/RB)〔F〕 
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RA、RB ：抵抗〔Ω〕 

V ：交流電源〔V〕 

G ：検流計 
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B－5 次の記述は、図に示す増幅回路について述べたものである。    内に入れるべき字句を下の番号から選べ。ただし、トラ 

ンジスタ（Tr）のエミッタ接地電流増幅率を hfe とする。また、抵抗 R1、静電容量 C1及び C2〔F〕の影響は無視するものとす 

る。 

 

(1) 一般に   ア   ホロワ又は   イ   接地増幅回路と呼ばれている。 

(2) 電圧増幅度の大きさ | □̇o/□̇i |は、約   ウ   である。 

(3) □̇i と□̇o の位相は、  エ   である。 

(4) 入力インピーダンスは、約   オ  〔Ω〕である。 

 

 

 

1 ソース   2 コレクタ   3 1   4 逆位相    5 2hfe2RE 

6 エミッタ  7 ベース    8 5   9 同位相   10 hfeRE  

 

 

 

V ：電源電圧〔V〕 □̇i ：入力電圧〔V〕 □̇o ：出力電圧〔V〕 

R1、RE：抵抗〔Ω〕 

C:コレクタ 
E:エミッタ 
B:ベース 
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